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①FE-SEM（走査型電子顕微鏡）

【特長】

 非常に細く絞った電子ビームを試料に照射し対象か
ら放出される二次電子や反射電子等を検出すること
で対象の表面構造を観察。

 電界放出形（ＦＥ）電子銃を搭載しており、更に高倍率
（倍率25倍～およそ5万倍）での観察が可能。

【適用分野】

 金属、セラミックス、繊維、高分子、電子部品、半導体

【適用業務】

 開発試作品の評価、異物解析等の品質保証評価
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【観察事例】

酸化アルミ膜

50μm



②ＥＰＭＡ（電子ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾏｲｸﾛｱﾅﾗｲｻﾞｰ装置）

【特長】

 非常に細く集光された電子ビームを試料に照射し、
そこから発生する特性Ｘ線の波長や強度、二次電
子や反射電子の量を測定。

 試料の構成元素や化合物の濃度、分布状態、形
状などを、ミクロからマクロの領域まで、多面的か
つ広範囲に分析可能。

【適用分野】

 金属、セラミックス、電子部品

【適用業務】

 開発試作品の評価、異物解析等の品質保証評価
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【観察事例】

耐熱合金

※Cr/Ni/Alのミクロ領域分布

Cr Ni

Al 複合

10μm



③XPS（Ｘ線光電子分光器）
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【特長】表面から数nmまでを分析する表面分析装置。

 Li～Uまでの定性・定量分析、化学結合状態分析が可能。

 Arイオン等の不活性ガスイオンビームを用い、表面から物質内部までの 深さ方向の組成
分布分析が可能。

【適用分野】金属、半導体、電子部品、触媒、ガラス工業関係、高分子化学製品

【適用業務】開発試作品の評価、異物解析等の品質保証評価

【分析事例１】クロメート金属

※酸化クロムの3価/6価の判別

【分析事例２】上級紙、コピー用紙、再生紙

※材質の違いを評価

六価クロム
（CrO3）含有



④ＡＥＳ（ｵｰｼﾞｪ電子分光装置）
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【特長】

 固体試料表面の元素分析を行う装置。

 細く絞った電子線を照射し、その結果発生する
オージェ電子のエネルギーを分析するため、
極めて微小な領域の分析が可能。

 オージェ電子スペクトル測定、デプスプロファイ
ル分析による深さ方向の元素分布測定、オー
ジェ電子像による元素分布測定、二次電子像
による形態観察等が可能。

【適用分野】

 金属（特にめっき）、電子部品

【適用業務】

 開発試作品の評価、異物解析等の品質保証
評価

【分析事例】耐熱ガラスの深さ方向分析

※ガラスの積層微小構造分布
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⑤ＣＰ（クロスセクションポリッシャ－）
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【加工事例１】ラミネート紙の断面

※クロスセクションポリッシャーとカミソリの断面比較

【加工事例２】カードエッジコネクタめっき部断面

※クロスセクションポリッシャーによる断面試料作製により、SEM

反射電子像で、鮮明な結晶チャネリングコントラストを確認

クロスセクションポリッシャーによる断面 カミソリによる断面

ひずみが入り無機層が脱落している

【特長】クロスセクションポリッシャーは、ブロードなアルゴンイオンビームにより、機械研磨機
を用いた断面試料作製にて生じたひずみ部分を除去し、優れた仕上げ加工を施す装置。

【適用業務】

 クロスセクションポリッシャー：SEM/EPMA/AES測定における断面試料作製



23  Na  [ 1 ] 24  Mg  [ 1 ] 43  Ca  [ 1 ] 75  As  [ 1 ] 111  Cd  [ 1 ] 

サンプル名 濃度 [ ppm ] 濃度 [ ppm ] 濃度 [ ppm ] 濃度 [ ppm ] 濃度 [ ppm ]

河川水(上流) 5.578 1.092 4.797 <0.000 0.000

河川水(下流) 5.984 2.488 11.781 0.002 0.000

水道水 9.347 1.471 5.417 <0.000 0.000

井戸水 5.402 4.283 11.411 <0.000 <0.000

ﾐﾈﾗﾙｳｫｰﾀｰ 146.364 1.752 1.166 <0.000 <0.000

【分析事例】

環境水、飲料水中の金属元素の分析

（Na,Mg,Ca,As,Cd）

⑥ICP-MS
（誘導結合高周波ﾌﾟﾗｽﾞﾏ質量分析装置）
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【特長】

 電気的に作り出したアルゴンのプラズマ中に
試料（液体）を噴霧して、試料に含まれる金
属元素をイオン化し、四重極によって生み出
される電場を用いて質量分析を行う。

※試料が固体の場合は溶解・分解の前処理
が必要

 金属元素（水素を除く全て）の 定量・定性
分析が可能

 高感度（μg/ℓ = ppb の測定が可能）

 同位体比の測定も可能

【適用分野】

 半導体、環境分析、地質学、化学 など

【適用業務】
 排水中の有害元素の定量
 金属製品に含まれる不純物分析
 樹脂製品の異物同定 など


